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「九州ブロック地域福祉研究会議」を開催しました 

1 月 13・14 日の二日間に亘り、九社連
地域福祉委員会並びに日本地域福祉学会
九州・沖縄部会等との共催で「九州ブロッ
ク地域福祉研究会議」を開催しました。 
▶この研究会議は、九州各県の社会福祉
協議会や関係者が一堂に会し、地域福祉
を取り巻く現状と課題や求められる役割
等について学び、地域福祉の推進を図る
ことを目的に、2 年に 1 回、九州各県社
協の持ち回りで開催しています。本来、令
和 2 年度に開催する予定でしたが、コロ
ナウイルス感染拡大防止の観点から 1 年延期し、今回は全社協と厚労省からの報告やスチューデント・サポ
ート・フェイス代表理事の谷口仁史氏による記念講演は YouTube でのライブ配信、テーマごとの実践発表や
グループ討議を行う分科会は Zoom で実施する完全オンライン形式で開催しました。▶九州各県からの参加
者約 350 名からは、「感染の心配がなく、安心して参加できた学びの多い 2 日間だったが、やはり実際に会
って交流を深めたかった」との意見もあったことから、今後もコロナ禍での研修の在り方も研究しながら、
より効果的な学びの機会を提供し、地域福祉の推進を図っていきます。        【まちづくり課】 
 
「保育の JOB（おしごと）フェア」を開催しました 

1 月 23 日（日）、アバンセにて、保育士の資格を持ちなが
ら保育士として働いていない潜在保育士や保育の仕事に興
味のある方を対象に「令和 3 年度保育の JOB（おしごと）フ
ェア」を開催しました。▶当日は、県内の保育所等 15 法人・
事業所の面談ブースを設け、学生を含む求職者 23 名の参加
がありました。今年度もコロナ禍での開催となったため、マ
スク着用や手指のアルコール消毒、検温の実施に加え、事業
所・求職者ともにフェイスシールドを着用してもらうなど感
染症対策を徹底し取り組みました。▶各ブースでは、参加者
を惹きつける表示物を掲示し、仕事の内容や職場環境など、
それぞれの園の魅力を積極的に PR され、参加者からも「園

の写真がありわかりやすかった」、「実際に現場の声を聞くことができ、不安を相談できてよかった」などの声
がありました。▶保育士・保育所支援センターでは、様々なニーズ等にきめ細やかに応じ、効果的な事業実施
に努め、保育の職場で働きたい方々が一人でも多く就職できるよう引き続き支援していきます。 

                        【福祉人材・研修センター〔施設人材課内〕】 
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〔Zoom を活用した分科会の様子〕 

〔各ブースでの相談の様子〕 



福祉サービス利用援助事業「専門員研修会」・「生活支援員研修会」を開催しました 
▶1 月 18 日(火)・21 日(金)に、「専門員研修会」と「生活

支援員研修会」を開催しました。▶専門員研修会では、大村
市社協事務局次⻑の⼭下浩司氏を講師として招き、本人の意
思決定能力は、本人の能力だけではなく、意思決定支援者の
支援力によって変化することや、時間をかけて丁寧にコミュ
ニケーションをとることの大切さ、更には、本人の障害や生
活史・家族関係等を知り価値観を尊重することの重要性を踏
まえたうえで、関係者が一つのチームとなって意思決定支援
することの大切さを学びました。▶また、生活支援員研修で
は、大分大学准教授の滝口 真氏を講師として招き、支援者と

しての心構えの話や、本人の⻑所を見つけて支援をする「ストレングス視点」がお互いの社会的有用感につな
がり、支援する側も生きがいを持ちやすい人生観につながっていくことを学びました。▶今後も判断能力が不
十分な方が本事業を利用しながら自らの意思に基づいた生活が送れるよう支援していきます。そのためにも、
専門員と生活支援員の更なる力量向上を図るための研修会等を実施していきます。    【まちづくり課】 
 
「佐賀県老人福祉施設研究発表会」を開催しました 

佐賀県老人福祉施設協議会(事務局：県社協)では、1 月 18 日
(火)に「令和 3 年度（第３回）佐賀県老人福祉施設研究発表会」
をオンライン形式にて開催しました。▶発表会では、45 施設 77
名の参加のもと、医療・介護・地域との連携や人材確保・育成等
に関する取り組みなど、12 施設からの発表があり、九州大会の
審査基準を参考に参加者が採点・投票し、優秀施設が選ばれまし
た。▶今年度開催の九州大会同様、今回の研究発表会も Zoom
を使用したオンライン形式での発表となり、この形式で初めて発
表する施設も多く、発表画面の共有（操作）に苦心されたり、通
信が途絶えるなどのオンライン形式ならではのアクシデントもあ
りましたが、無事にすべての発表を行うことができました。▶参

加者からは、コロナ禍、人手不足の中で、研修に出すのが難しい状況であり、Zoom での発表に多数の職員が参加
できてよかったとの声をたくさんいただきました。参加施設による投票の結果、１位にシオンの園(佐賀市)とけやき
荘(佐賀市)、3 位が玄海園(玄海町)となり、それぞれに副賞として賞金が贈られました。また、今回発表した施設の
中から、7 月開催の九州大会(沖縄大会)において県代表として発表いただく施設を決定します。  【施設人材課】 

 
お知らせ 
 
◎【重要】令和 3 年度佐賀県社会福祉功労者表彰式の開催延期についてのお知らせ 
  1 月 26 日（水）に開催を予定していた上記表彰式につきましては、コロナウイルス感染症拡大の影響か

ら、開催日程を延期させていただいております。関係者の皆様方にはご迷惑をおかけいたしますが、延期
後の日程につきましては推薦団体様宛に改めて文書にてお知らせいたしますので、ご確認いただきますよ
うお願いいたします。 

 
 
◎ハローワーク出張相談 ※県内各ハローワークにおいて、福祉・介護・保育の仕事の就職相談会を行います。 

2/17(木) 佐賀市、2/22(火) 鹿島市、2/24(木) 武雄市、2/28(月) 鳥栖市、3/3(木) 伊万里市、3/8(火) 唐津市 
 

★ 今号へのご感想等ございましたら、本会ホームページ内の 
  「お問い合わせ（http://www.sagaken-shakyo.or.jp/contact.html）」よりお知らせください。 

〔発表会の様子〕 

〔講師の⼭下氏(右上) の質問に答える事例発表者(下)〕 

http://www.sagaken-shakyo.or.jp/contact.html

